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べることである。第 1 に，同性友人，異性友人に対するコミュニケーション・スキル(以下，CS と表
記)と孤独感との関連を検討する。次に，2 つの CS とソーシャル・サポートとの関連を検討する。さ
らに，2 つの CS と精神的健康との関連を検討する。調査参加者は大阪府内の私立大学(共学)に通う大
学生 160 名(男性 103 名，女性 57 名，平均年齢 19.34 歳)であった。 
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2．方 法 
2.1．調査手続きと調査参加者 
 2012 年(平成 24 年)4 月に大阪府内の私立大学にて集合調査を行なった。調査は「大学生の日
常生活に関するアンケート」という形で，無記名式で行なわれた。調査に要した時間は配布，
回収を含めて約 20 分間であった。 
 調査参加者 調査参加者は大阪府内の私立大学(共学)に通う大学生 160 名(男性 103 名，女性
57 名，平均年齢 19.34 歳，年齢幅 18～26 歳，1年生 54 名，2年生 40 名，3年生 61 名，4年生




 同性友人に対するコミュニケーション・スキル尺度(同性 CS 尺度) 牧野(2012)による，主に




人に対するコミュニケーション・スキル尺度(異性 CS 尺度) 牧野(2012)による，主に学校での
異性友人(恋人は含まない)とのコミュニケーションとそのスキルに関する22項目(5因子構造，
自己表現スキル，状況判断スキル，会話スキル，葛藤解決スキル，関係構築スキル)に対して，







般的 SS の利用可能性を測定する和田(1998)によるソーシャル・サポート尺度(10 項目)を使用
した。各項目に対して，「まったくあてはまらない」～「よくあてはまる」の 4段階評定で回答
を求めた。10 項目の平均値を SS 得点とし，得点が高いほど周りの友人からソーシャル・サポ
ートを受ける可能性が高いことを示す。 精神的健康状態 中川・大坊(1985)による GHQ 精神
健康調査票の GHQ28 項目版 4 因子(身体的症状，不安と不眠，社会的活動障害，うつ傾向)の各
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3．結 果 
3.1．同性・異性友人に対するコミュニケーション・スキルと孤独感との関係 


























Table 1 同性友人 CS，異性友人 CS と孤独感との相関関係 
 
同性友人 CS 尺度 
自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
孤独感 -.355 ** -.398 ** -.535 ** -.308 ** -.394 ** 
 
異性友人 CS 尺度 
自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
孤独感 -.351 ** -.356 ** -.380 ** -.229 ** -.314 ** 
注)表内の数値は相関係数 
N = 160,  ** p <.01 
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Table 2 同性友人 CS，異性友人 CS とソーシャル・サポートとの相関関係 
 
同性友人 CS 尺度 
自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
ソーシャル・サポート .325 ** .503 ** .511 ** .375 ** .371 ** 
 
異性友人 CS 尺度 
自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
ソーシャル・サポート .348 ** .375 ** .343 ** .261 ** .259 ** 
注)表内の数値は相関係数 
N = 160,  ** p <.01 
Table 3 同性友人 CS と精神的健康との相関関係 
スキル尺度
精神的健康状態 
同性友人 CS 尺度 
自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
身体的症状 -.157 * -.065 -.211 ** -.281 ** -.173 * 
不安と不眠 -.171 * -.150 -.307 ** -.339 ** -.163 * 
社会的活動障害 -.159 * -.120 -.235 ** -.304 ** -.195 * 
うつ傾向   -.104    .026 -.261 ** -.262 ** -.177 * 
注)表内の数値は相関係数 
N = 160,  * p <.05,  ** p <.01  
経営情報研究 第 20 巻第 2 号(2013 年 2 月)，35－47 ページ 
―  ― 42
3.4．異性友人に対するコミュニケーション・スキルと精神的健康との関係 


















Table 4 異性友人 CS と精神的健康との相関関係 
スキル尺度
精神的健康状態 
異性友人 CS 尺度 
自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
身体的症状   -.123   -.039   -.165 *   -.235 **   -.095 
不安と不眠   -.228 **   -.091   -.218 **   -.214 **   -.127 
社会的活動障害   -.178 *   -.197 *   -.142   -.288 **   -.182 * 
うつ傾向   -.137   -.119   -.191 *   -.160 *   -.152 
注)表内の数値は相関係数 
N = 160,  * p <.05,  ** p <.01 




身体的症状 不安と不眠 社会的活動障害 うつ傾向 
     
ソーシャル・サポート -.247 ** -.266 ** -.206 ** -.297 ** 
     
注)表内の数値は相関係数 
N = 160,  ** p <.01 
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4．考 察 
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